
解答
子
で
す
か」
と
聞
く
と、
通
常

の
ク
ラ
ス
単
位、
授
業
担
当
は

3
年
自
の
教
員
だ
と
い
う。

放
課
後、
学
童
保
育
の
教
室

ヘ
行っ
た。
子
供
た
ち
が
案
内

心
の
大
切
さ
を
表
し
て
い
老 E

西
原
氏
に
改
革
の
中
身
を
聞

い
た。
マ
ニ
フェ
ス
ト
の
発

表、
公
開
職
員
会
議
の
実
施、

全
職
員
が
企
業
で
ホ
ス
ピ
タ
リ

ら
言
い
「
わ
け
は」
と
理
由
を

つ
け
る。
周
り
の
子
は一
斉
に

発
言
者
を
見
る。
発
言
が
終
わ

る
と
「
分
か
り
ま
し
た」
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た」
と

要
し
た
醍
陪一院
大
て
大
2
勾

思
わ
ず
「
特
別
な
理
由」
を
探

し
た。
民
間
人
校
長
で
は
な
い

の
か。
西
原
氏
は
教
育
学
部
か

ら
市
職
員
を
経
て
校
長
に
就
任

目』月
し

：JJr－
：
6
32宇

改
革一
L対
し
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

点
がて
国摘
さ
れ
る
今、
ボ
ト
卦

アッJ
ノ
で
改
革
を
し
て
い
く
遵

に
ひL
C
筋
の
光
を
見
た。

学カ低下、

空白〆一
メ
翠
芭4c
オ
て
し
づra 4

プ
ー

ル
の
中
で
目
を
開
け
る

と
痛
い。
痛
い
だ
け
で
は
な

く、
自

に
悪
い
と
い
う。

眼
科
の
医
師
はゴ
l

グ
ル
を

新
学
習
指
導
要
領
で
小
学
5

年
生
か
ら
の
外
国
語
活
動
が
必
修
化
さ
れ、
小
学
校
英
語
に

関
心
が
高
まっ
て
い
る。
教
育
的
効
果
の
デ
ー

タ
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら、
導
入
の
是
非
に

つ
い
て
の
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
が、
小
学
校
英
語
に
印
年
以
上
の
指
導
実
績
が
あ
る
青
山

学
院
（
東
京
都
渋
谷
区〉
で
は
「
発
音」
や
「
英
語へ
の
適
応
力」
の
育
成
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
と
話
し
て
い
る。
同
校
で
は、
よ
り
効
果
的
な
英
語
指
導
を
目
指
し、
初
等
部
（
小

学
校〉
か
ら
高
校
ま
で
の
ロ
年一
貫
の
英
語
カ
リ
キュ
ラ
ム
を
開
発
し、
4

月
か
ら
初
等
部

で
導
入
を
始
め
た。

（
小
田
昌
人〉

尾銅寄宍命E

り

青
山
学
院、

ロ
年

貫
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

完監

効果あ
こ
の
日
は
ネ
イ
ティ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー

に
よ
る
1
年
生
の
授
業。
児
童
は
数
種

類
の
動
物
の
絵
に色
を
塗
る
作業
を
行

っ
て
い
た。

4 .•三菱空汚 児 ？ 
童先」「
は 生 w 
「が h
b 牛 日l の ごa 色 L
cを Ak間」い

「か
w Lフ
hる
iと

c
o
l
o
r
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小学校英語

1年生の英語の授業。 児童は先
生の質問に真剣に耳を傾ける

＝東京都渋谷区の青山学院初等

部

e」
と
矢
継
ぎ
早
に
答
え
る。
児
童
の

思
わ
ぬ
答
え
に
「
本
当
？」

と
先
生
が

お
ど
け
た
反
応
を
見
せ
た
り
笑
い
声
も

あっ
た
り
と、
教
室
は
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気。
塗
り
絵
の
後、
叩

分
ほ
ど
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い、
ω
分
の
授
業

は
終
了
し
た。

同
校
で
は、
児
童
生
徒
の
言
語
発
達

段
階
を
考
慮
し、
4
1

4
I

4
制
の
カ

リ
キュ
ラ
ム
を
開
発。
英
語
独
特
の
音

の
流
れ
を
意
識
し
な
い
で
体
得
で
き
る

小
学
4
年
生
ま
で
に
「
聞
く」
「
話

す」
の
基
礎
を、
言
語
の
ル
l

ル
を
自

分
で
納
得
し
て
使
う
欲
求
を
持
ち
は
じ

め
る
5

年
生
か
ら
中
学
2

年
生
ま
で
で

「
読
む」
「
書
く」
の
基
礎
を
築
き、

コ
ミュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
を

目
指
す。

青
山
学
院
英
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
の
木
村
松
雄
教
授
は
「
しっ
か
り

と
し
た
初
等
英
語
教
育
を
位
置
付
け
れ

ば、
ど
う
い
う
形
を
取っ
て
も
順
調
に

上ヘ
伸
び
て
い
く
だ
ろ
う」
と
述べ、

小
学
校
期
の
教
育
の
重
要
性
を
強
調
す

る。平
成
同
年
度
の
文
部
科
学
省
の
調
査

で
は、
何
ら
か
の
英
語
活
動
を
実
施
し

英
語
教
育
に
詳
し
い
中
嶋
嶺
雄
国
際
教
養
大
学
長

「
小
学
校
か
ら
英
語
を
始
め
る
と
発
音
が
決
定
的
に

違
う。
小
学
生
は
単
語
を
並ぺ
る
だ
け
で
も
ま
ず
自

分
の
口
か
ら
発
信
す
る。
教
育
の
結
果
で
得
ら
れ
た

効
果
は
信
頼
性
の
あ
る
実
証
デ
ー

タ
と
い
え
る。
小

学
校
英
語
に
関
す
る
追
跡
デ
ー

タ
は
な
い
の
が
現
状

だ
が、
今
か
ら
デ
ー

タ
を
取っ
て
い
た
の
で
は
世
界

に
立
ち
後
れ
て
し
ま
う」

小
学
校
道
徳、
解
説
書
に
初
明
示

の
誹
説
中
傷
な
ど
が
笹
き
込
ま
れ

て
い
る。
こ
れ
ら
が
「
ネッ
ト
い

じ
め」
に
つ
な
がっ
て
い
る
側
面

も
あ
り、
道
徳
の
副
教
材、
道
徳

の
補
助
教
材
「
心
の
ノ
1

ト」
な

ど
を
通
じ
て、
情
報
モ
ラ
ル
の
指

導
徹
底
を
図
る
狙
い
が
あ
る。

具
体
的
な
指
導
例
と
し
て
は、

「
ネッ
ト
上
の
書
き
込
み
の
す
れ

違
い
な
ど
他
者へ
の
思
い
や
り
ゃ

礼
儀
の
問
題、
友
人
関
係
の
問

平
成
お
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ

れ
る
小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

の
う
ち、
道
徳
の
解
説
書
に、

「
ネッ
ト
上
の
書
き
込
み」
の
指

導
が
初
め
て
明
示
さ
れ
た。
新
指

導
要
領
で
「
情
報
モ
ラ
ル」
が
盛
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り
込
ま
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も

の
だ。文

部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る

と、
学
校
の
噂
な
ど
を
情
報
交
換

す
る
「
学
校
裏
サ
イ
ト」
の
半
数

に
「
キ
モ
イ」
「
う
ざ
い」
な
ど

題」
「
情
報
を
生
か
す
と
き
の
法

や
き
ま
り
の
順
守
に
伴
う
問
題」

を
挙
げ
た。
さ
ら
に、
メ
ー

ル
と

対
面
で
の
会
話
の
遣
い
や、
メ
ー

ル
が
相
手
に
与
え
る
影
響
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
示
し
た。

一
方、
国
語
の
解
説
書
に
は
新

指
導
要
領
に
盛
り
込
ん
だ
「
神
話

・
伝
承」
（
1
j
2

年〉
、

こ
と

わ
ざ
や
慣
用
旬、
故
事
成
語
（
3

j
4
年〉
に
つ
い
て
具
体
例
を
示 て

い
る門
公
立
小
学
校
は
約
%
%」
に
も

か
か
わ－
b
ず、
小
学
校
英
語
の
是
非
に

関
す
る一
誠
論
が
絶
え
な
い
理
由
必一
つ

に
は、日
叡
育
効
果
を
測
定
し
た
詳
細
な

デ
ー

タ一
か
な
い
こ
と
が
あ
る。
．

木
村山
叡
授
は
「
初
等
部
か
ら
持
ち
上

がっ
た
斗
徒
と、
中
等
部
か
ら
入
学
し

た
生
徒
を
比べ
る
と
『
発
音』
『
英
語

へ
の
適
応
力』
が
違
う」
と
旨
摘。

「
発
音一は
中
学
生
か
ら
で
は
な
か
な
か

身
じ
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る」一
と
い

ラ。
「
入
と
交
渉
す
る、
外
国
ム
で
も

ひ
る
ま
ず
自

ら
手
を
挙
げ
て
質
問
し、

自
分
で…解
決
す
る
な
ど、
外
国
語
を
使

う
こ
と
への
抵
抗
感
が
な
い
こ
告

が
確

か
に
育
っ
て
い
る。
こ
れ
は
意
識
し
て

も
育
て
る
の
は
難
し
い」
と、
経
年
的

な
調
査
で
実
証
さ
れ
た
教
育
効
果
を
強

調
す
る℃

一

た
だ＼
教
育
効
果
を
上
げ
る円台
は
授

業
以
外
の
取
り
組
み
も
必
要
な
よ
う

だ。
「一
言
葉
は
生
活
と一
体
と
毎
ら
な

い
と
上一定
し
な
い」
と
初
等
部
ぬ
合
回

紀
子
教
議 。
専
科
教
員
に
よ
る
援
業
に

加
え、一
家庭
学
習
や
校
内
イ
ベ
リサ
ト
と

いっ
た一
設
業
以
外
で
自
ら
進
ん
宅
英
語

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り、

英語
を
身

近
な
も
め
と
し
て
感
じ
る
た
め
ぬ
活
動

が
不
可一火
と
い
う。

一

お
年一
度
か
ら
小
学
校
で
も
必
修
化
さ

れ
る
英
語 。
効
果
を
最
大
限
ま
宅
引
き

出
す
た
め
に
は、
英
語
担
当
教
長
の
質

の
向
上hを
含
め
た
指
導
体
制
を
亮
実
さ

せ
る
こ
と
に
加
え、
週
1

時
間
ω
授
業

以
外
にw
字
校
全
体
で
英
語
に
接
宇
る国

境
を
つ
ξ

る
こ
と
が
重
要
な
よ
う
だ。

し
士 。
神
話・
伝
京
で
は
「古
事

記、
日
本替
紀 、
風
土
記
阜
地
域

に
怯
わ
る
伝
説」
な
ど
か
毛、
や

さ’υ
く暫
き
換
え
た
題
材
進
取
り

上ゆり
る
よ
う
要
請。
こ
と
お
ざ
で

は「 ．
住
め
ば
都」な
ど
の
生
活
経
験

上
め
教
訓、
慣
用
句
で
は
「
道
草

を
食
う」
な
ど
元
の
意
味

よ｝
は
違

つ』L
表
現、
故
事
成
語
で
拡
「
矛

盾’一
な
ど
中
国
の
故
事
に
串
来
す

る
弘…
語
を
挙
げ
た。

のでは」と指摘。いまどきの
親に対して「子供をしかる機
会も減っているoトラプルに
巻き込まれるのを恐れ、よそ
の子供をしかるのも控えてし
まう」としている。

同会では今後、生徒からマ
ナーに関する標語を募集した
り、生徒、保護者、教職員が
話し合う座談会を設げたりし
たいというロ

中学生のマナーアンケート
数字let日常生活のマナーについて
「できているjと回答した割合

� 道いっぱいに広がって歩い
唱F た り 、 路上や通路には座らない

ちの子に限って…・」甘い保護者「う

84%盤趨醸誼聾唖盟国瞳
46% 

保護者

教職員

（伊藤美希）

止
さ
れ
て
い
る c
死
亡
事
故
の

危
険
が
あ
る
か
ら
だ。

危
険
な
「
流
れ
る
プ
l

ル」

を
ま
だ
やっ
て
い
る
所
も
あ
る

と
い
う。学校、塾・予備校、家庭教育など

身近な情報をお寄せください。

FAX: 03 (3243) 8365 

電子メール：
kyoiku@sankeトnet.co.jp

産経新聞社会部教育班

53% 

21問で保護者が教職員より中
学生の マナーを高く評価し
たo

結果について、富岡会長は
「自分の子供が集団（学校）
の中でどんな振る舞いをして
いるのか、知らない親が多い

82% 

l(S)人のものを勝手に使わない

欝麗盟欝櫨糠臨調踊保護者

教職員

中
学
生
の
マ
ナ
l、

評
価
に
差

④できていないーの 4段階で
回答したo

調査結果で際立つたのは、
保護者と教職員の中学生に対
する評価の違いだ。

「道�＇っぱいに広がって歩
いたり、路上や通路には座ら
な�＇」との設問に、①②と回
答した保護者は84%に上った
が、教職員は46%と半数以上
が否定的な見方を示した 。
「人のものを勝手に使わな
し1」では①②を選んだ親が82
%だったが教職員は53%にと
どまった＝図o

「嫌な言葉や人を見下すよ
うな言葉を使わなし1」でも①
②を選んだ保護者が65%に対
し教職員は44�五など、23問中

東京都世田谷区立中学校P
TA連合協議会（富岡富美子
会長）が区立中学生と保護
者、教職員を対象にマナーに
ついてアンケート調査した結
果、教師より保護者が甘い評
価をしていることが分かっ
た。同会では、子供の行動を
知らない親が「うちの子に限
って」と考えているのではな
いかとみているo

アンケートは昨年10月、区
立30中学の生徒約8700人、保
護者5500人、教職員320人を
対象に行った。「あいさつ」
「約束や時間を守る」など日
常生活でのマナー26聞につい
て、①ょくできている②でき
ている③あまりできていない

「

ネ

ッ

ト

書

き

込

み
」

指

導

当社社
長・
北舘孝雄

可砂防
と芝郡御
汚れがたまりやすかっ
たフチの形状がすっき
り。フチ裏の汚れを確
認でき、サッとひとふ
きで掃除ができます。
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